
学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period他／Others 0

2019/09/30～2020/03/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code05880001201905880249Q1

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEOC 11111_006

授業科目名／Course title ●特別活動論／Theory of Educational Special Activity

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

藤井　佑介／Yusuke Fujii, 井手　弘人／Ide Hiroto

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

藤井　佑介／Yusuke Fujii

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

藤井　佑介／Yusuke Fujii, 井手　弘人／Ide Hiroto

自由選択科目, 教職に関する科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教室／Class room
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

担当教員オフィスアワー/Office hours
中学校・高等学校の教育課程における特別活動の位置づけとその役割、および目標・内容等につい
て理解するとともに、学級活動の具体的指導方法を理解する。また、特別活動の各内容に関してジ
グソー学習を行い、総合的な学習の時間に関しては課題設定に沿った模擬授業を展開する。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

１．教育課程における特別活動の意義と役割を理解できる。
２．特別活動の目標およびその内容を理解できる。
３．特別活動の具体的活動場面とそのねらいを理解できる。
４．教育課程における総合的な学習の時間の意義と役割を理解できる。
５．総合的な学習の時間の目標およびその内容を理解できる。
６．総合的な学習の時間の具体的活動場面とそのねらいを理解し、かつ表現できる。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

発表４０％、最終レポート６０％
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

生徒会活動、学級活動、学校行事、合科的指導、探究、学習指導要領キーワード/Keywords
『中学校学習指導要領解説 総則編』文部科学省
『高等学校学習指導要領解説 総則編』文部科学省
『中学校学習指導要領解説 特別活動編』文部科学省
『高等学校学習指導要領解説 特別活動編』文部科学省
『中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編』文部科学省
『高等学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編』文部科学省
『特別活動エッセンス?望ましい人間関係づくりのために』（花書院）
必要に応じて資料を用意する。

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

特別活動（７コマ）を藤井、総合的な学習の時間（８コマ）を井手が担当します。備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション・特別活動とは？第1回

特別活動の目標と内容構成と教育的意義第2回

特別活動の指導原理とガイダンス機能第3回

特別活動の内容の探求?@（生徒会活動）第4回

特別活動の内容の探求?A（学級活動）第5回

特別活動の内容の探求?B（学校行事）第6回

ジグソー学習によるグループ報告と特別活動のまとめ第7回

学習指導要領「総則」における総合的な学習の時間の位置づけ第8回

総合的な学習の時間の目標及び内容構成と評価第9回

総合的な学習の時間の理論（intergated curriculumモデルから第10回

総合的な学習の時間の方法?@（合科的指導）第11回

総合的な学習の時間の方法?A（探究課題の設定と過程での思考スキルデザイン）第12回

模擬授業?@（総合的学習の時間の実践と授業検討会）第13回

模擬授業?A（学校種間を接続する総合的な学習の時間の実践と授業検討会）第14回

総括第15回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　3クォ
ーター／Third Quarter

曜日・校時／Day・Period金／Fri 1, 金／Fri 2

2019/09/30～2019/11/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code05860189201905860311Q2

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEMA 12321_006

授業科目名／Course title ●教育の基礎Ⅰ(教育心理)／Educational Psychology

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

前原　由喜夫／Yukio Maehara

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

前原　由喜夫／Yukio Maehara

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

前原　由喜夫／Yukio Maehara

全学モジュールⅠ科目, 教職に関する科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4, 5, 6 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟21／RoomA-21教室／Class room

医学部・歯学部・工学部・環境科学部
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

ymaehara▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教育学部212号室担当教員研究室/Office

2386（内線）担当教員TEL/Tel

火曜2校時（第3Q）／金曜2校時（第4Q）担当教員オフィスアワー/Office hours
教員による基礎的内容の講義をベースに，教育心理学のさまざまな重要テーマを自分たちで調べて
発表するグループ学習を取り入れたアクティブラーニング形式で授業を展開する。授業内容の理解
を深めるために，授業中に小課題に取り組んでもらうこともある。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

人間の記憶と学習のメカニズム，および乳児期から青年期にかけての各発達段階における心理社会
的特徴に関する基礎的な知識から最新の研究知見までを学び，それらを教育現場における子どもの
学習指導や生活指導に活用するための具体的方策を考える能力の修得を目標とする。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

授業中の課題への取り組み３０％，グループ活動と発表４０％，最終レポート３０％
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

グループで調べ学習に取り組み，パワーポイントによる発表を行ってもらうため，相当な準備時間
を必要とする。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

心理学，教育，発達，学習，記憶，認知キーワード/Keywords
教科書は特に指定しない。心理学や教育学に関する自分の興味のあるテーマの本を積極的に読んで
ほしい。
＜参考書＞
子安増生・楠見孝・齊藤智・野村理朗（編）(2016). 教育認知心理学の展望．ナカニシヤ出版．

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)



多くの先進国では物やサービスが溢れ，生活を便利にする新しい技術が日々生み出されています。
一方で地球上には，戦争，貧困，偏見と差別，環境破壊，異常気象の多発といった困難な問題も依
然として存在し続けています。人間の生活にとって善いことも悪いことも，そのほとんどが人間の
心から生み出されたものです。「制度を整えれば大丈夫」とか「方法をしっかり考えれば大丈夫」
といっても，その制度や方法でさえ人間の心が考え出したものです。心理学を学ぶ中で，「何事も
人の心に立ち返って考える」という当たり前の姿勢を身につけてほしいと思います。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

授業ガイダンス（授業概要の説明／調べ学習のテーマ紹介／グループ分けとテーマ選択）第1回

発達的視点の重要性（発達を学ぶ意義／さまざまな発達理論／遺伝と環境の相互作用）第2回

乳児期の発達（乳児の心の知覚／視線の理解／母子間アタッチメント）第3回

幼児期の発達（言語発達／知的発達と素朴理論／心の理論）第4回

児童期の発達（児童期の思考の発達と特徴／１０歳の壁／道徳的判断の多様化）第5回

青年期の発達（第二次性徴／思春期の脳機能の特徴／思春期のリスク行動?飲酒と喫煙）第6回

教育心理学の考え方（教育心理学の意義／教育心理学の源流／成果＝能力×やる気×性格）第7回

学習と記憶（さまざまな学習理論／短期記憶と長期記憶／記憶の定着を促す学習法）第8回

ワーキングメモリ（ワーキングメモリとは／ワーキングメモリ容量／学力や知能との関係）第9回

実行機能（実行機能とは／実行機能の発達／学力や社会的能力との関係）第10回

動機づけ（外発的動機づけと内発的動機づけ／自己決定理論／達成目標理論）第11回

仲間関係と学級集団づくり（共感性と向社会的行動の発達／仲間関係と学業達成／協同学習）第12回

パーソナリティと自己認知（人格形成の要因／５因子性格論／さまざまな自己○○感）第13回

教育評価（評価の分類／さまざまなデータ収集方法／教育目標と評価の関係）第14回

発達障害（学習障害／ADHD／自閉症スペクトラム障害）第15回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period他／Others 0

2019/09/30～2020/03/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code05860253201905860309Q1

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEMA 12311_006

授業科目名／Course title ●教育の基礎Ⅰ(教育原理)／Principles of Education

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

大森　万理子／Oomori Mariko, 草野　舞／Kusano Mai, 舩原　将太／Funahara Shota, 塚野　慧星
／Tsukano Keisei

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

大森　万理子／Oomori Mariko

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

大森　万理子／Oomori Mariko, 草野　舞／Kusano Mai, 舩原　将太／Funahara Shota, 塚野　慧星
／Tsukano Keisei

全学モジュールⅠ科目, 教職に関する科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4, 5, 6 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟21／RoomA-21教室／Class room
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

mariko.omori.cl▲gmail.com（メールを送信する際は▲を@に変更してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

mariko.omori.cl▲gmail.com（メールを送信する際は▲を＠に変更してください）担当教員オフィスアワー/Office hours
教育に関する基礎的な知見(教育の理念、教育に関する思想・歴史、教育課程の意義と編成方法等)
を学ひ?つつ、教育に関わる事か?らに関して「批判」的に考察する力を養う。同時に、教育に携わ
る者・教育に関わる者に求められる、必要最低限の倫理観と責任感とを養う。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

教育に関する事がらについて、教育に関わる基礎的な知見(教育の理念、教育に関する思想・歴史教
育課程の意義と編成方法等)を踏まえたうえて?、「批判」的にひいては「主体」的に考えることか?
て?きる。また、倫理観と責任感を持って「教育」およひ?「教職」に向き合うことか?て?きる。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　■倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

担当教員こ?とに課す課題4つの中から2つ選択 各50点
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

適宜資料を配布するので、それに基づいて復習すること。 以下に掲け?る参考図書は、開講前、お
よひ?開講中に一読することを推奨する。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords
 江藤恭二ほか『子と?もの教育の歴史 新版』名古屋大学出版,2008 広田照幸『教育問題はなせ?ま
ちか?って語られるのか?』日本図書センター,2012 柴田義松『教育課程論 第二版』学文社,2008 他
の様々な参考図書・参考資料については,授業の際に適宜紹介する。

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students



N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

近代学校の成立と特徴?学校とは何か？（歴史・思想的観点１）
第１回

教育の系譜?子どもはなぜ学校に通うのか（歴史・思想的観点２）
第２回

教育を支える仕組み?学校体系はどんな特徴をもっているか？（歴史・思想的観点３）
第３回

子どもという存在?子どもはいかに発見されたか？（歴史・思想的観点４）
第４回

日本の教育課程の歩み（教育課程の意義と編成１）
第５回

「新学力観」の展開（教育課程の意義と編成２）
第６回

教育課程をどう編成するか（教育課程の意義と編成３）
第７回

教育課程の評価（教育課程の意義と編成４）
第８回

ルソーの教育思想（歴史・思想的観点５）
第９回

カントの教育思想（歴史・思想的観点６）
第１０回

教育における「自律」という理念（現代の教育理念１）
第１１回

「教育」的コミュニケーションの構制?@（現代教育の理念２）
第１２回

「教育」的コミュニケーションの構制?A（現代教育の理念３）
第１３回

「児童」とは何か？?@?教室から取りこぼされるものについて（現代教育の理念４）
第１４回

「児童」とは何か？?A?「教育」制度から取りこぼされるものについて（現代教育の理念５）
第１５回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　3クォ
ーター／Third Quarter

曜日・校時／Day・Period月／Mon 1, 月／Mon 2

2019/09/30～2019/11/25開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code05860193201905860193Q1

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEMA 12331_006

授業科目名／Course title ●教育の基礎Ⅰ(教育行政・制度論)／Educational System and Administration

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

中川　幸久／Nakagawa Yukihisa, 中島　ゆり／Nakajima Yuri, 池田　浩／Ikeda Ko

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

中川　幸久／Nakagawa Yukihisa

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

中川　幸久／Nakagawa Yukihisa, 中島　ゆり／Nakajima Yuri, 池田　浩／Ikeda Ko

全学モジュールⅠ科目, 教職に関する科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4, 5, 6 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育C棟16／RoomC-16教室／Class room
1,2,3,4年次対象学生（クラス等）  /Intended year

(class)
y-nakagawa▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教育棟新館「２５１号室」担当教員研究室/Office

研究室095-819-2090担当教員TEL/Tel

月曜日(13:00?17:00） 火曜日(13:00?17:00) 木曜日(13:00?17:00）担当教員オフィスアワー/Office hours
本授業は近年の社会状況と教育政策の動向を踏まえながら，教育にまつわる問題を考察し，実際の
教育現場において生徒に対するどのような教育や支援を行えばよいかをともに検討していく。
また，戦後から今日までの日本の教育行政及び制度が社会的な背景と共にどのように変遷したかを
学習するとともに，現在，国が打ち出している様々な教育施策が，学校現場でどのように展開され
ているのかを理解する。
さらに，学校内外で想定される事件，事故，災害等に対し，安全管理及び安全教育の視点からどの
ように子供たちの心と命を守るかを具体的な事案を通して考察する。また，次代を生きる子どもた
ちに求められる資質・能力を育むために学校と家庭，地域社会等との連携・協働の取り組みを実践
例をもとに考える。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

?@学校と社会のつながりや学校を取り巻く様々な課題を理解することができる。
?Aキャリア教育を念頭においた指導上の課題及び問題を抱えている生徒に対する指導上の課題を理
解することができる。
?B近年の教育政策（特にキャリア教育、全国学力・学習状況調査等）の動向を理解している。
?C日本の公教育の原理および理念を理解し，説明できる。
?D戦後からこれまでの教育関係法規の変遷を理解し，説明できる。
?E現在の教育制度を支える教育行政理念と仕組み理解し，説明できる。
?F子どもの心と命を守るため学校，関係機関等が連携・協働し取り組む重要性について理解する。
?G社会に開かれた学校教育の必要性と具体的な取組について理解する。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

（中島担当分）毎回の授業後に提出する小課題（30%），定期試験（70%）
（中川担当分）授業及び協議への参画態度（50％），定期試験（50％）
（池田担当分）演習成果資料・レポート（70%），授業及び協議への参画態度（30%）

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson



・基本的に講義式の形態をとりながら、グループで議論する時間を取ります。
・事前に調べたり、まとめてレポートにする課題を与えます。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

過去と現在の教育行政を知る。キーワード/Keywords
教科書は指定しない。毎回の授業で資料を配布する。
参考書・参考資料等
学習指導要領（文部科学省），長崎県振興計画,「危機管理マニュアル」（長崎県教育委員会）

教科書・教材・参考書/Materials

15回の講義に毎回、出席すること。
受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

共に教育行政について学びを深めましょう。学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

昭和（戦後）からの教育関係法規の変遷と社会的背景（担当：中川?@）第１回

学校とは何か：学校と社会のつながり（担当：中島?@）第２回

昭和（戦後）からの学習指導要領の変遷と社会的背景（担当：中川?A）第３回

学力・意欲の格差（担当：中島?A）第４回

教育基本法と教育三法の改正とその理念（担当：中川?B）第５回

社会階層・ジェンダーと進路選択（担当：中島?B）第６回

教育再生実行会議の提言と教育改革（第一次から第十次提言）（担当：中川?C）第７回

教育の課題?@ 教育の公共性と私事化(担当：中島?C）第８回

教育再生実行会議の提言と教育改革（第一次から第十次提言）（担当：中川?D）第９回

教育の課題?A 学校外・地域外での関係性の構築（担当：中島?D）第１０回

学校における危機管理?@（子どもの命を守る）（担当：池田?@）第１１回

学校における危機管理?A（子どもの心を守る）（担当：池田?A）第１２回

学校，関係機関が連携した危機管理対応（要対協，チーム学校）（担当：池田?B）第１３回

学校，家庭，地域社会の連携（社会に開かれた教育課程）（担当：池田?C）第１４回

社会に開かれた学校教育（コミュニティースクール）（担当：池田?D）第１５回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　1クォ
ーター／First Quarter

曜日・校時／Day・Period木／Thu 3, 木／Thu 4

2019/04/08～2019/06/06開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code05680010201905680010Q1

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEOC 16051_003

授業科目名／Course title ●数理科学（暮らしと電気）／Mathematical Science

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

阿部　貴志／Abe Takashi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

阿部　貴志／Abe Takashi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

阿部　貴志／Abe Takashi

自然科学科目, 自然科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟33／RoomA-33教室／Class room

2,3,4年生
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

abet▲nagasaki-u.ac.jp，hmaruta▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて
送信してください）

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

工学部2号館5階E513(阿部)担当教員研究室/Office

095-819-2562(阿部)担当教員TEL/Tel

随時担当教員オフィスアワー/Office hours
現代社会の社会基盤のひとつである電気について，電気とは何か，電気の発生から伝送，そして我
々の生活でどのように使われているかを学ぶ。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

本講義で学んだ数理・自然科学の知識と技能を活用できる。
物事を多面的に捉え広い視野から考える能力を身につける。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

復習ミニテスト，発表，レポート等を総合して評価
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

講義前の復習ミニテストや自分達で学習した内容の発表等で予習，復習を行う。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

電気，電子キーワード/Keywords

特に無し。必要に応じて資料をLACSなどで配布する。教科書・教材・参考書/Materials

特に無し。受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

高校の物理を復習していると，講義内容の理解に役立つ学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )



実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

電気の性質第1回

電力の発生と伝送(1)第2回

電力の発生と伝送(2)第3回

電力から動力への変換第4回

電力変換技術の概要第5回

各種電力変換器第6回

移動体への応用第7回

前半のまとめ第8回

家庭における電気製品の構造第9回

家庭におけるエネルギーの消費第10回

家庭等におけるエネルギー供給第11回

家庭等におけるエネルギー管理システム第12回

家庭等における省エネ第13回

家庭における電気の今後第14回

まとめ第15回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　2クォ
ーター／Second Quarter

曜日・校時／Day・Period木／Thu 3, 木／Thu 4

2019/06/11～2019/08/01開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択, 自由／elective, optional 2.0/2.0, 0.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code05660050201905660050Q1

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEOC 16061_002

授業科目名／Course title ●社会と歴史（キャリアデザイン実践）／Society and History

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

白井　章詞

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

白井　章詞

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

白井　章詞

人文・社会科学科目, 人文・社会科学科目, 査定外科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4, 5, 6 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟13／RoomA-13教室／Class room
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

shirai▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する▲を@に変更して送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

［多文化］総合教育研究棟１０F担当教員研究室/Office

095-819-2952担当教員TEL/Tel

水曜日10：00から12：00。事前にメールで連絡して下さい。担当教員オフィスアワー/Office hours
社会人として仕事をしていくうえで必要となる基礎的な職業スキルを身につけます。世の中には、
たくさんの「職業」や「働き方」があります。ここでは、基礎となる「チームで働く力」「コミュ
ニケーション能力」に注目しながら、企業が実際に直面している課題や問題の解決に挑戦していき
ます。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

他者と協働する知識・スキルを習得すること。問題や課題を考える際、多様な視点から考えられる
ようになること。アイデアを他者に説得的に伝えられるようになること。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

課題への取り組み(40%)、討論(40%)、出席(20%)
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

授業内に指示します。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キャリア、キャリアデザイン、職業能力、PBLキーワード/Keywords

授業内に紹介します。教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

企業と連携した教育実践になります。そのため、正当な理由のない遅刻、マナー違反については厳
しく対処します。
民間企業での実務経験を生かした授業となっています。

備考（URL）/Remarks (URL)



企業と連携した教育実践になります。課題に対して、積極的に取り組むことで、卒業後のキャリア
や働き方についても少しずつ考えて下さい。
なお、参加企業と順番については、変更になることがあります。必ず、初回のオリエンテーション
に参加して下さい。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )

白井 章詞/民間企業における人事業務/日系企業、外資系企業における人的資源管理の特徴と違い事
例を交えながら解説/長野日産グループ

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション第1回

他者との協働を考える（チームワークの基礎スキル）第2回

サービス業界の動向と求める人材像第3回

ウエディング業界における課題解決の実践第4回

外資系金融機関における業界動向と求める人材像第5回

タックスコンサルの実践（ビジネスゲーム）第6回

コンビニエンス業界の動向と求める人材像第7回

新規出店計画、もしくは新商品開発に関するワークショップ第8回

印刷業界の動向と求める人材像第9回

地域活性化プランの作成（ワークショップ）第10回

エアライン業界の動向と求める人材像第11回

空港、もしくは機内での新しいサービスの開発に関するワークショップ第12回

旅行業界の動向と求める人材像第13回

旅行プランの開発に関するワークショップ第14回

全体の振り返り第15回

全体の振り返り第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 5

2019/04/01～2019/09/29開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修, 選択／required, elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code05600020201905600020Q1

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEOC 16031_001

授業科目名／Course title ●教養特別講義（平成長崎塾）／Colloquium

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

高橋　正克／Takahashi Masakatsu

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

高橋　正克／Takahashi Masakatsu

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

高橋　正克／Takahashi Masakatsu

共通基礎科目, 自由選択科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4, 5, 6 講義／Lecture対象年次／Intended year

教室／Class room

全学部
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

takahasi▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

090-1343-1361担当教員TEL/Tel

事前にメール,電話等でアポイントをとってください。担当教員オフィスアワー/Office hours
笈を負うて長崎に游学する....長崎は昔から町全体が大学だった,ともいわれています。ならば長崎
に游学した勝海舟,坂本龍馬,高杉晋作,福澤諭吉は長大ＯＢといって自慢していい。こんな由緒ある
長崎大学あるいは長崎の歴史は？文化は？産業は？地域が誇るものは？原爆被災や復興は？...この
講義では,そのルーツから現在までの長崎大学の歴史と,そしてこの長崎大学を育み,かつ大学ととも
に歩んできた長崎の街やを多面的な切り口から学び知ることによって,長崎大学で学び,長崎の街で
学生生活を送る諸君が,本学や長崎を誇りに思い（愛校精神）,将来,地域の活性化や社会貢献の意欲
を持ってもらいます。また,多面的なものの見方,考え方があることを知り,長崎のより深い知識,理
解を発展させる学習意欲を身につけてもらうこともねらいとします。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1. 長崎大学や長崎の歴史,文化,文学,産業の概要が説明できるようになる。
2. 多面的なものの見方,考え方があることを理解できる。
3. 歴史,文化,文学,産業の長崎独自性について意見を展開できるようになる。
4. 長崎のより深い知識,理解を発展させる学習意欲を身に付ける。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

毎回の積極的な授業への出席を前提に,提出するレポートで評価します（１００％）。
授業中に配布するレポート用紙を用いること（用紙のコピーなど不正用紙の使用は採点しません）
。配布時に不在の場合,レポート用紙は渡しません。授業に欠席・大幅な遅刻の場合,正当な理由を
除きレポートは受け付けません。提出期日に遅れて提出したレポートは受理しないか,あるいは減点
します。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

授業の特性上,各回の授業内容に関するハンドアウトは当日配布になると思われますので,通常の事
前学習は難しいかもしれません。しかし,各回それぞれの授業内容に関連する分野・領域について広
く予習をしておくと授業が理解しやすいでしょう。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

長崎大学,長崎,長崎学,シーボルト,ポンペ,長崎の歴史,長崎の文化,長崎の産業,世界遺産,長崎と原
爆

キーワード/Keywords

教科書は用いない。適宜,ハンドアウトを配布します。教科書・教材・参考書/Materials

毎回の積極的な授業への出席を前提に,受講態度や提出するレポート内容で評価します（１００％）受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

平成28年度から開講されている必修科目「長崎地域学」にも広く連携しており,多面的に長崎のこと
を深く学べる科目です。

備考（URL）/Remarks (URL)

長崎大学や長崎の歴史,文化など多面的に知り,長崎大学生であることを誇りに思い,長崎の街に興味
を持って学びに潤いのある学生生活を送ることです。本科目を履修し,長崎学により深い興味を持ち
,長崎検定などに合格することも,学習意欲を身に付けることにつながります。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )

太田 久/農林技術開発センター茶業研究室 室長の実務経験を有している。/農林技術開発センター
茶業研究室室長の実務経験を活かし、長崎県の茶業について幅広い知識と研究に関する相違工夫を
もって、学生たちへ長崎の産業、文化を多面的な視点からとらえることができるよう指導する。/

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

1）科目の趣旨説明,講義概要,講義の進め方,長崎大学の現況（高橋）第1回

1）フォン・シーボルトと鳴滝塾（相川・特別講師）第2回

2）海軍伝習と日本の近代化（相川・特別講師）第3回

3）ポンペ・ファン・メールデルフォールトの医学伝習（相川・特別講師）第4回

2）長崎ことはじめ,長崎が誇る世界遺産１（高橋）第5回

3）長崎が誇る世界遺産２,長崎の歴史を築いた人々1（高橋）第6回

1）長崎とお茶 ?古から現代まで?（太田）第7回

1）シーボルトが使ったくすり?19世紀長崎での薬の輸入と革新（田中）第8回

1）長崎と原爆１（冨塚）第9回

2）長崎と原爆２（冨塚）第10回

4）長崎の歴史を築いた人々2（高橋）第11回

5）長崎の歴史散策紹介1（高橋）第12回

6）長崎の歴史散策紹介2 （高橋）第13回

7）長崎文学の旅,長崎事件簿（高橋）第14回

8）長崎検定・長崎通への誘い,まとめ（高橋）第15回

予備日第16回
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